
提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 10 総務費 項 5 総務管理費 目 1

2

県支出金 その他 一般財源

8,311 8,311

　令和７年４月１日付人事異動に伴う給与費の増減。

　令和6年度中の正職員及びフルタイム会計年度任用職員 △ 8,000千円

の退職に伴う退職手当負担金特別分の増。

　正職員（2名）、フルタイム会計年度任用職員（19名）退職。 300千円

9,154千円

△ 700千円

7,711千円

△ 2,000千円

　公用車及び業務用携帯電話でＮＨＫを受信できるもので

未払いのものを一括予算計上するもの。 1,780千円

　公用車　11台、携帯電話　７台分で、使用開始年月から 66千円

受信できなくなるまでの期間の支払い。

未払いの一般会計分を一括予算計上するもの。

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

【給料】

【職員手当等】

　住居手当（総務課分）

　退職手当負担金（一般職員特別分）

　退職手当負担金（総務課分）

　一般職給料（総務課分）

　ＮＨＫ受信料（過年分）

　ＮＨＫ受信料（現年分）

　退職手当負担金（フルタイム特別分）

【共済費】

　共済組合負担金（総務課分）

【使用料及び手数料】

236,152

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

一般管理費

事業番号 事業名 一般管理費（一般）

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

職員、集落

総合計画における位置づけ

32　地域の思いや力を発揮できる環境を
つくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

集落等の地縁に基づき、地域住民の共同の福祉
を推進することを目的として形成された自治会等
に対して、自治の振興及び行政事務の効率化を
図り、本町の健全な発展を期する。

根拠法令・要綱等

大山町自治会の基準及び補助金交付に
関する要綱等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総務課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 10 総務費 項 5 総務管理費 目 1

3

県支出金 その他 一般財源

7,488 7,488

　防災行政無線の適正運用と維持管理。

　平成27年度、28年度に整備した屋外拡声子局52局の 7,488千円

バッテリー交換修繕をする。 　7,487,700円

　法定耐用年数は、6年。

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総務課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

一般管理費

事業番号 事業名 防災行政無線管理事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

全住民に対して緊急情報や町からの連絡情報の
発信を行う。

総合計画における位置づけ

29　みんなが地域に気を配り「もしも」に
備えよう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

【需用費】

有事発生時に住民の生命財産を守るため緊急情
報の発信をする。平常時は町からの連絡情報の発
信を円滑にし住民福祉の増進文化の向上に資す
る

根拠法令・要綱等

電波法
大山町防災行政無線施設条例
大山町防災行政無線施設規則

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

7,373

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

　修繕料（防災行政無線管理事業）

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 10 総務費 項 5 総務管理費 目 1

1229

県支出金 その他 一般財源

8,326 967 3,470

　件数及び基準単価の増額に伴う補正。

1,593千円

【木造住宅耐震診断委託料】 財源：国34%、県33% 5,000千円

　199,100円（1件あたり）×8件＝1,592,800円

【耐震改修促進計画改定業務委託料】 1,733千円

　業務委託一式　5,000,000円 財源：国1/2

　　震災における被害から、町民の生命・財産を保護し生活

　環境の保全に資するため、建築物の計画的な耐震化を促

　進することを目的として策定する計画で、建築物の耐震化

　の現状分析と目標の設定、施策及び啓発等を盛り込む。

【震災に強いまちづくり促進事業補助金】

①耐震診断（有料） 財源：国23%、県21.8%

　199,100円（1件あたり）×2/3×1件≒132,734円

②耐震改修 財源：国2/5、県1/5

　1,750千円（1件あたり上限）×4/5×1戸＝1,400,000円

　補助上限引き上げに伴う不足分＝200,000円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

3,889 34％,1/2,23%,2/5

967 33%,21.8%,1/5

款-項-目-節-細節 説明名称

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総務課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

一般管理費

事業番号 事業名 震災に強いまちづくり促進事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

耐震診断を実施される住宅及び建築物の所有者
や、耐震改修設計・耐震改修工事・除却を実施さ
れる一戸建て住宅の所有者

総合計画における位置づけ

29　みんなが地域に気を配り「もしも」に
備えよう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

【委託料】

地震などの災害から町民の方の生命・財産を守る
ために住宅・建築物の耐震化を支援する。

根拠法令・要綱等

・大山町震災に強いまちづくり促進事業
補助金交付要綱
・大山町木造住宅耐震診断事業実施要
項

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

2,702 3,889

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

　木造住宅耐震診断委託料

　耐震改修促進計画改定業務委託料

【補助金及び交付金】

　震災に強いまちづくり促進事業補助金

補正前の額

55-10-45-05-05 社会資本整備総合交付金 591

60-10-10-05-01 震災に強いまちづくり促進事業補助金 374



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 10 総務費 項 5 総務管理費 目 1

1621

県支出金 その他 一般財源

6,076 6,076 0

400千円

10千円

440千円

660千円

173千円

20千円

10千円

282千円

88千円

540千円

50千円

1621事業　1/2

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総務課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

一般管理費

事業番号 事業名 合併２０周年事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

町民

総合計画における位置づけ

32　地域の思いや力を発揮できる環境を
つくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

合併２０周年の節目に際し、町発展に尽力された
かたを表彰し、地域づくりの機運を醸成する

根拠法令・要綱等

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

0

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

　謝礼金

　　記念講演謝礼

　　式典アトラクション謝礼

　記念品等

　　式典次第ほか

【報償費】

　　式典参加者記念品

　　表彰対象者記念品

【需用費】

　消耗品費

　食糧費

　　来賓茶菓子代

　　国際交流関連

　　国内交流関連

　印刷製本費

令和７年10から11月を想定
（想定内容）  式典・表彰式・アトラクション・記念講演

○記念講演
　 報償費（謝礼金）　　400,000円

○式典アトラクション
　 報償費（謝礼金）　　10,000円　　2団体を想定

○表彰関係
　 報償費（記念品等）　　660,000円
　 　 受賞者記念品（＠6,000円×100人×1.1）
　 需用費（消耗品費）　　173,000円
　　　賞状額・手提げ袋

○式典関係
　 報償費（記念品等）　　440,000円
　 　 参加者記念品（＠1,000円×400×1.1）
　 需用費（印刷製本費）　　540,000円
　　　式典次第・封筒・手提げ袋
 　委託料　　1,100,000円　　記念動画作成委託

○案内通知関係
　 需用費（印刷製本費）　　50,000円　　案内状
　 役務費（通信運搬費）　　98,000円　　郵便代
　　（案内封筒110円×500通）（返信ハガキ85円×500通）

○広告
　役務費（広告料）　　400,000円　　新聞広告 　　案内状

　　表彰関係

　燃料費

　　レンタカー



98千円

400千円

950千円

1,100千円

614千円

241千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

6,076

1621事業　2/2

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

【委託料】

　会場設営委託料

　記念動画作成委託料

【使用料及び賃借料】

　国際交流関連

75-10-50-01-01 合併振興基金繰入金 0

○来賓関係
　 需用費（燃料費）　　20,000円
　　　 レンタカー燃料代（10,000円×2台）
　 需用費（食糧費）　　380,000円
　　  来賓用茶菓子　　10,000円
　　　国際交流関連　　282,000円
　　　　 歓迎晩さん会（8,000円×7人×2都市） 112,000円
　　　　 交流協会歓迎会（5,000円×7人×2都市） 70,000円
　　　　 滞在中飲食代（10,000円×5人×2都市） 100,000円
　　　国内交流関係（沖縄県嘉手納町）　　88,000円
　　　　 歓迎晩さん会（8,000円×6人）　48,000円
　　　　 滞在中飲食代（10,000円×4人）　40,000円
　 使用料及び賃借料　　854,800円
　　　国際交流関連（テメキュラ・ヤンヤン）　　614,400円
　　　　 レンタカー借上料（60,000円×2台） 120,000円
　 　　　宿泊（23,400円×2泊×4人×2都市） 374,400円
　　　　 施設入場料（10,000円×5人×2都市） 100,000円
　　　　 高速料金・駐車場代　　20,000円
　　　国内交流関連（沖縄県嘉手納町）　　240,400円
　　　　 レンタカー借上料　　60,000円
　　　　 宿泊（23,400円×2泊×3人） 140,400円
　　　　 施設入場料（10,000円×3人） 30,000円
　　　　 高速料金・駐車場代　　10,000円

○会場設営
　 委託料　　950,000円

　通信運搬費

　　案内通知

　広告料

　　新聞広告

　国内交流関連

【役務費】



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 10 総務費 項 5 総務管理費 目 2

4

県支出金 その他 一般財源

1,085 1,085

　中山口の放送設備を無線設備に更新するための補助金

　（事業費 2,189,000円－集落負担 20,000円）×1/2 1,085千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総務課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

文書広報費

事業番号 事業名 文書広報費（一般）

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

自治会及び集落

総合計画における位置づけ

29　みんなが地域に気を配り「もしも」に
備えよう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

【補助金及び交付金】

地域住民の連帯意識の向上及び自主活動の促進
を図る

根拠法令・要綱等

放送施設整備費補助金要綱

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

396

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

　放送施設整備費補助金

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 10 総務費 項 5 総務管理費 目 9

30

県支出金 その他 一般財源

52,941 50,051

役務費

　購入するシンクライアント専用端末45台の環境設定。 743千円 

15,000円×45台×1.1＝742,500円

委託料

　設置から5年以上が経過したため公衆無線ＬＡＮ（認証サ 4,181千円 

ーバー）機器等更新、シンクライアントシステムの機器及び 34,617千円 

Office350式のライセンスを更新する。 7,558千円 

　庁内ネットワーク設定変更委託料は、ＬＧＷＡＮ端末用無

線ＬＡＮのアクセスポイントを大山支所、中山支所、保健福

祉センターなわに整備する。併せて、名和公民館は本庁

からケーブルで引き込んで整備する。 5,842千円 

備品購入費

　シンクライアント専用端末（ノート型）45台

　　14型 118,937円×15台×1.1＝1,962,461円

　　15.6型 117,559円×30台×1.1＝3,879,447円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

2,890 2/3

地方公共団体情報システムの標準化に
関する法律
情報通信技術を活用した行政の推進等
に関する法律
大山町セキュリティポリシー

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総務課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

電子計算費

事業番号 事業名 電子計算費（一般）

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

職員、住民

総合計画における位置づけ

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

住民サービスの継続性を確保するとともに、利便
性の向上を図る。また、行政事務の効率化を図
る。

根拠法令・要綱等

　庁内ネットワーク設定変更委託料

264,228 2,890

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【役務費】

　手数料（パソコン設定）

【委託料】

　公衆無線LAN機器等更新

　シンクライアントシステムライセンス等更新

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額

【備品購入費】

　シンクライアン専用端末

55-10-10-05-01 新しい地方経済・生活環境創生交付金（デジタル実装型） 0

（当初予算の鳥取県ＩＣＴ共同化
推進協議会委託料に充当）



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 10 総務費 項 5 総務管理費 目 9

1618

県支出金 その他 一般財源

12,293 6,147

7,480千円 

4,813千円 

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

6,146 1/2

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総務課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

電子計算費

事業番号 事業名
新しい地方経済・生活環境創生交付金事業（デ
ジタル実装型）

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

職員、住民

総合計画における位置づけ

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

両システムとも時間短縮及び利便性の向上を図
る。

根拠法令・要綱等

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

0 6,146

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【委託料】

　証明書等発行支援システム構築

　公共施設予約システム構築

補正前の額

　新しい地方経済・生活環境創生交付金事業（デジタル実装
型）を活用して、下記のシステムを構築する。
　
・証明書等発行支援システム
　マイナンバーカード、運転免許証等を読取機にかざすこと
で、証明請求書等に住所・氏名・生年月日等を転記し、本人
確認も行う。これにより、窓口での書類記載の手間を減らし、
窓口滞在時間の短縮を図り、住民サービスの向上を図る。
　本庁住民課、中山支所、大山支所、保健福祉センターなわ
に各1台設置。

・公共施設予約システム
　体育館や公民館の予約状況をいつでも、どこからでも確
認・予約ができる仕組みを構築し、利用者の利便向上を図る
ともに、施設管理者の業務効率の向上を図る。
　導入施設は、23施設（84室場）

55-10-10-05-01 新しい地方経済・生活環境創生交付金（デジタル実装型） 0

款-項-目-節-細節 説明名称



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 10 総務費 項 20 選挙費 目 10

710

県支出金 その他 一般財源

343 343 0

【補正理由】

33千円

80千円

77千円

133千円

【改正内容】 2千円

　費用弁償額(報酬額)の改正 18千円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

343 10/10

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総務課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

参議院議員選挙費

事業番号 事業名 参議院議員選挙費

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

町民、候補者

総合計画における位置づけ

32　地域の思いや力を発揮できる環境を
つくろう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）
選挙を円滑に執行する。

根拠法令・要綱等

公職選挙法
国会議員の選挙等の執行経費の基準に
関する法律
大山町特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例
ほか

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

　　開票管理者報酬

17,451

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【報酬】

　非常勤特別職報酬

　　投票管理者報酬

　　投票立会人報酬

　　期日前投票管理者報酬

　　期日前投票立会人報酬

補正前の額

　　開票立会人報酬

　最近における物価の変動等を考慮し、国会議員の選挙等
の執行経費の基準に関する法律の一部改正が国会で審議
されており、今後の国会議員の選挙から適用されることが想
定されることから、本町も国の規定に準じて大山町特別職の
職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例を一
部改正し、費用弁償額（報酬額）を増額補正するもの。

60-15-10-20-10 参議院議員選挙委託金 17,451

款-項-目-節-細節 説明名称

区分 現行単価 改定単価
投票管理者 12,800 14,500
期日前投票管理者 11,300 12,800
開票管理者(選挙長) 10,800 ⇒ 12,200
投票立会人 10,900 12,400
期日前投票立会人 9,600 10,900
開票立会人(選挙立会人) 8,900 10,100



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 45 消防費 項 5 消防費 目 3

275

県支出金 その他 一般財源

2,332 2,332

【工事請負費】

1,637千円

695千円

【消防施設整備費補助金】

末吉 消防ホース 75,900

栄田 ホース格納箱 64,900

押平3区 消防ホース、管鎗、ノズルほか 834,460

浜の上団地 ホース格納箱 127,600

あずみの郷 消防ホース、管鎗、ノズルほか 120,780

文珠領 消防ホース 165,000

合計 1,388,640

1,388,640円×1/2＝694,320円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総務課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

消防施設費

事業番号 事業名 消防施設費（一般）

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

消防団
集落
町民

総合計画における位置づけ

29　みんなが地域に気を配り「もしも」に
備えよう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

【工事請負費】

事業内容の説明のとおり

根拠法令・要綱等

大山町消防団条例・規則
大山町消防施設整備費補助金交付要綱
大山町感震ブレーカー設置事業補助金
交付要綱

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

2,158

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

　上万地区防火水槽撤去工事

【補助金及び交付金】

　消防施設整備費補助金

令和６年度に上萬自治会から防火水槽を撤去してほしいと
要望があったため、大山消防署と協議を行い、周辺水利によ
る対応でも可能という判断から撤去することとした。

消防水利施設（消火栓、防火水槽等）と消防団拠点施設（屯
所、消防ポンプ自動車車庫）の維持管理経費。
防火水槽や消防ポンプ車庫等を維持していくため、修繕等
を行う。

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 45 消防費 項 5 消防費 目 5

746

県支出金 その他 一般財源

4,147 47

【補正理由】

　国による全国瞬時警報システム（Jアラート）のシステム更新 4,147千円

（市町村一律に発信されていた避難情報を地域単位で発信）

及び現行受信機の故障によるサポートが不能となることから、

受信機の更新を行う。

【事業概要】

J-ALERT小型受信機更新工事　一式

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

4,100 100％

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総務課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

防災対策費

事業番号 事業名 防災対策費（一般）

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

防災及び災害発生時の業務にかかる人件費等

総合計画における位置づけ

29　みんなが地域に気を配り「もしも」に
備えよう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

根拠法令・要綱等

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

3,087 4,100

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

【工事請負費】

　J-ALERT小型受信機更新工事

補正前の額

災害に備えるため、備蓄品の整備、災害対策費用
の保険加入等を行う。

90-05-10-22-07 J-ALERT小型受信機更新事業 0

款-項-目-節-細節 説明名称



提出課：

68

（提案理由　及び　議案概要） （単位：千円）

款 45 消防費 項 5 消防費 目 5

747

県支出金 その他 一般財源

147 147

【事業概要】

令和7年10月18日（土）に町総合防災訓練を実施予定 147千円

　防災訓練用消耗品

　避難訓練参加者へ非常食の配布

　　保存パン（ひだまりパン）　　　

300円×200個×1.08＝64,800円

　　アルファ化米（アレルギー対応五目ごはん）

380円×200個×1.08＝82,080円

（財源内訳の詳細　単位：千円）

補正額 補助率等

令和７年第５回定例会

議案説明資料 総務課

議案番号 令和７年度大山町一般会計補正予算（第2号）

防災対策費

事業番号 事業名 防災訓練事業

事
業
の
目
的

対象
（誰、何に対してか）

防災訓練に実施に要する経費

総合計画における位置づけ

29　みんなが地域に気を配り「もしも」に
備えよう

意図・成果
（対象をどのような状態にし

たいのか）

【需用費】

災害に備えるため、防災訓練の実施を行う。

根拠法令・要綱等

補正前 今回補正額
今回補正額の財源内訳

国庫支出金 地方債

15

補正理由・事業概要 今回補正額の経費内訳

　消耗品費（防災訓練用消耗品）

款-項-目-節-細節 説明名称 補正前の額


